(別添様式１- １)
平成24年度当初予算　　　支出科目　款：民生費　項：生活保護費　目：生活保護費
	事業名: 新 北陸中部地区救護施設研究協議大会事業費補助金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　　　
健康福祉部 地域福祉国保課 社会援護担当　電話番号：058-272-8264
E-mail：c11219@pref.gifu.lg.jp　　　　　　　　　　　　　　　　
	事業費


　要求額：300千円（前年度予算額：0千円）

	事業内容


	１　事業の内容


北陸中部地区救護施設協議会(注１)が、救護施設(注２)の職員の資質向上等を目的とし、平成24年７月に大垣市内で開催を予定している「北陸中部地区救護施設研究協議大会」に係る運営費に対し助成を行う。
　
（注１）全国の救護施設で結成された全国救護施設協議会の下部組織で、北陸中部８県（岐阜県、新潟県、富山県、石川県、福井県、長野県、山梨県、愛知県）内の救護施設で構成
（注２）生活保護法に基づき「身体上又は精神上著しい障害があるために日常生活を

営むことが困難な要保護者を入所させて、生活扶助を行う」ことを目的とした施設

	２　所要経費


　　北陸中部地区救護施設協議会への補助金　300千円（定額）
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


	２　これまでの取組状況


本大会は、北陸中部地区協議会が43年前から年１回、開催地を８県の輪番により開催されており、総会、全国救護施設協議会からの報告等（中央情勢、新制度、取組み等）、分科会（テーマ別グループ討議等）のプログラムにより２日間の日程で実施されている。（平成23年度は愛知県で開催）
	３　これまでの取組に対する評価


・生活保護受給者については、全国的に精神疾患を有する者の割合が高く、自殺する方の割合も高いという問題が指摘されており、精神疾患を抱える者への支援体制の強化等が求められている中で、救護施設では、これまでも精神科病院からの退院患者など、居宅での生活が困難な精神障がい者の受入れに取り組んでいる。

・こうした非常に困難な業務を担っていく上で、職員の資質向上を目的とした研修等の実施は不可欠であり、生活保護行政に大きく寄与するものであること、また、これまで開催地となった県・市・社会福祉協議会の多くが、大会運営費の一部を助成してきた経緯も考慮し、県として大会の運営費に助成を行う。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	要求額
	300
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	300

	決定額
	300
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	300


